
 

 

 

 

 

 

 9 月 5 日(木)に広島県の福山平成大学から視察のための訪

問を受けました。将来保健体育の教師や養護教諭を目指す大

学生 13 名と引率の松田準教授の計 14 名で小規模校の教育

の様子を本校で、中規模校の教育の様子を三潴中学校で視察

されました。大学生の多くは、小規模校に対するマイナスイ

メージを持っていたようです。   

しかしながら、図書室で本校の説明を聴いたり、教科型教

室や電子黒板などの充実した施設や教育環境を目にしたり、

校舎を見て回る際に出会う明るく挨拶する素直な生徒の様子

に感心したりと、本校の手厚い支援体制を知り、小規模校の

強みを生かした教育活動に驚いていました。 

 今後も、矢部中だからできる教育の強みをアピールしていきたいと思います。 

 

 

 ９月６日(金)に石楠花ホールで、椎窓猛先生にご紹介いただいた、シンガーソング

ライターの野田かつひこさんとフリーアナウンサーの栗原景子さんをお招きして、

人権・平和コンサートを行いました。また、砂川浄さんによる「八女市中学生広島

平和事業に参加して感じたこと」の発表が行われました。コンサート開始前には、

平田俊興さんから椎窓先生が著作された「ものいわぬクツワ虫」の紙芝居もありま

した。矢部小中学生や教職員だけでなく、保護者や地域の皆様方にも参加いただき、

人権や平和に関して考えるとてもよい機会となりました。 

  

 

 ９月１８日(水)に、生徒会執行部が企画・運営した、小中合同レクリエーション

「ケイドロ（警察と泥棒）」が行われました。捕まえる警察側と、逃げる泥棒側に分

かれて楽しく活動できました。これからも仲良く協力してがんばれそうです。 
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 ９月２０日(金)に小郡運動公園陸上競技場で行われた八女地区新人陸上競技大会

に１・２年生が参加しました。 

短い練習期間でしたが、当日は、雨の中みんな頑張っていました。４００ｍ走で

入部泰誠さんが 5位、８００ｍ走で栗原歩夢さんが 8位に入賞しました。 

 次は、11月 8日(金)の八女地区駅伝大会まで、練習を頑張ります。 

 

 

 9月 19日(木)18時 30分から第 2回矢部小中学校 PTA研修会を「矢部清流学

園の未来を語ろう」と題して、矢部公民館石楠花ホールで行いました。小中学校長

から矢部清流学園の概要を説明し、高山 PTA会長からコミュニティースクール（学

校運営協議会）と地域学校協働本部について説明していただきました。その後、福

岡教育大学教授の鈴木先生から義務教育学校の展望を「いなかだからこそグローバ

ルに、いなかだからこそ世界に目を向ける」という趣旨でご講演いただきました。 

 

 

 

 

 

 保護者・教職員に地域の方々で約 60 名の参加がありました。参加していただい

た方の感想をいくつか紹介します。 

○義務教育学校は、矢部村に相応しいと心から思った！矢部村の大人、学校の先

生が、おしみなく協力し合えば、世界に誇れる学校になれると本気で思う。大人

がプライドを捨てて、一つになりたいと思う。 

○義務教育学校での子どもたちの成長が楽しみです。私も地域の一人として関わ

り協力していきたいと思います。まずは、自分にできることを探していきます。 

○「矢部に学校を残したい」という単純な気持ちで認識していましたが、義務教

育学校のメリットをたくさん知ることができてよかったです。村に住む人が皆

当事者として、学校の運営や活動に関わり続けていくことが大事だと気づかさ

れました。ありがとうございました。 

○講演はとてもよかった。いろいろ考えさせられた。清流学園の英語の件は十分

前向きに行ってほしい。八女管内からのもしかしての入学など、いろいろ前向

きに考えてほしいと思う。また、久留米市や福岡市等からの入学等あった場合

の対応や施設のもって行き方など、いろいろ前向きに考えると、興味深い学校

をつくればいろいろ子どもの数が増えるのではと考える。  

PTA研修会に多数参加いただきありがとうございました。義務教育学校矢部清流

学園開校に向けて頑張って準備を進めます。 


